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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼球の表面形状に沿った球面形状の眼用器具と、
　前記眼用器具の前面との間に形成される室内を陰圧にして前記眼用器具の前面に吸着す
る吸着手段を有する薬剤とを備えることを特徴とする薬剤供給眼用器具。
【請求項２】
　眼球の表面形状に沿った球面形状の眼用器具と、
　前記眼用器具の前面に吸着する１又は複数の吸盤構造を有する薬剤とを備えることを特
徴とする薬剤供給眼用器具。
【請求項３】
　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記眼用器具は、装着時に眼瞼裏側に位置し前記薬剤が吸着可能な面を有することを特
徴とする薬剤供給眼用器具。
【請求項４】
　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記眼用器具は、装着時に結膜に位置し前記薬剤が吸着可能な面を有することを特徴と
する薬剤供給眼用器具。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記眼用器具は、瞳孔領域を開口する孔が形成されていることを特徴とする薬剤供給眼
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用器具。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記眼用器具は、角膜領域を開口する孔が形成されていることを特徴とする薬剤供給眼
用器具。
【請求項７】
　請求項５及び６のいずれか１項において、
　前記孔の幅は、前記孔の高さよりも大きくなっていることを特徴とする薬剤供給眼用器
具。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれか１項において、
　前記孔において装着時に正面を向いた角膜の中心に位置する基準点から上端までの長さ
は、当該基準点から下端までの長さよりも大きくなっていることを特徴とする薬剤供給眼
用器具。
【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれか１項において、
　前記孔の縁と前記眼用器具の外周との間の領域の幅は、開眼時に露出する左右結膜の一
方の横方向の長さよりも狭くなっていることを特徴とする薬剤供給眼用器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤供給眼用器具及びこれに適用される眼用器具並びに眼用装着物に係り、
特に、薬剤の使い切りや変更等への対応及び薬剤の供給に好適な薬剤供給眼用器具、眼用
器具及び眼用装着物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、特許文献１、２記載のコンタクトレンズが知られている。
　特許文献１記載のコンタクトレンズは、原料樹脂内に薬剤を混入したコンタクトレンズ
であって、装用すると眼に薬用効果を与えるものである。
【０００３】
　特許文献２記載のコンタクトレンズは、含水性ソフトコンタクトレンズ２枚でシート状
の薬物を挟み込み、それを装用することによって、薬物がコンタクトレンズ内の水分（涙
液も含む）に溶け出し眼に供給されるようにしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭４８－９９９１号公報
【特許文献２】特開平６－２７３７０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１記載のコンタクトレンズにあっては、薬剤を使い切った場合
は、コンタクトレンズとしての光学的な機能が損なわれていないのに交換を余儀なくされ
ることがある。また、他の薬剤を用いたい場合も、他の薬剤を混入した新たなコンタクト
レンズを用意しなければならない。
【０００６】
　また、特許文献２記載のコンタクトレンズにあっては、２枚のコンタクトレンズで薬剤
を挟み込んでいるため、コンタクトレンズの境目からしか薬剤の成分が供給されず、薬剤
を効果的に供給できないという問題があった。
【０００７】
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　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、薬剤の使い切りや変更等への対応及び薬剤の供給に好適な薬剤供給眼用器具
、眼用器具及び眼用装着物を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　〔発明１〕　上記目的を達成するために、発明１の薬剤供給眼用器具は、眼に装着可能
な眼用器具と、装着手段を有する薬剤とを備え、前記装着手段が前記眼用器具に装着して
前記薬剤が前記眼用器具に装着される薬剤供給眼用器具であって、前記眼用器具は、前記
装着手段が装着可能な装着領域を有し、瞳孔領域を開口する孔が形成されている。
【０００９】
　このような構成であれば、装着手段が装着領域に装着し、薬剤が眼用器具に装着される
。装着された薬剤が溶け出すと、結膜等の部位にその成分が供給されるほか、眼用器具に
は瞳孔領域を開口する孔が形成されているので、孔を通過して瞳孔周辺の部位にもその成
分が供給される。
【００１０】
　ここで、眼用器具を眼に装着する態様としては、眼用器具を眼に直接装着すること、眼
との間に１又は複数の媒体（例えば、部材）を介在させて眼用器具を眼に間接的に装着す
ることが含まれる。以下、発明９の眼用器具において同じである。
【００１１】
　また、眼用器具は、人又は動物の眼球に装着可能な器具として、より具体的には、眼球
に形状適合性を有する曲面状又は眼球の表面形状に沿った球面形状の器具として構成する
ことができる。以下、発明９の眼用器具において同じである。
【００１２】
　また、装着手段としては、例えば、眼用器具及び薬剤の一方（薬剤）に装着のための構
成（例えば、吸盤構造）を設け、薬剤の当該構成が眼用器具に装着する構成として実現す
る場合、眼用器具及び薬剤の両方に装着のための構成（例えば、吸盤構造）を設け、それ
ぞれが雄及び雌のように対応して装着する構成として実現する場合が含まれる。後者の場
合は、薬剤に設けた装着のための構成が装着手段に対応する。以下、発明９の眼用器具に
おいて同じである。
【００１３】
　また、眼用器具としては、例えば、眼用デバイス、薬剤供給補助具及び矯正具が含まれ
る。眼用デバイスとしては、例えば、（１）眼に対し情報の提供を行うデバイス、（２）
眼に関する情報の収集を行うデバイス、（３）眼の外側に対し情報の提供を行うデバイス
、（４）眼の外側に関する情報の収集を行うデバイス、（５）眼に対し機能の維持、回復
若しくは付与又は作用を行うデバイス、及び（６）眼の外側に対し機能の付与又は作用を
行うデバイスが含まれる。これらのうち（３）の機能としては、例えば、認証装置等に対
し認証情報を投影する機能が挙げられる。また、眼用デバイスとしては、例えば、（１）
光学デバイス（例えば、レンズ、光ファイバー、光導波路、光アイソレータ、半導体レー
ザ）、及び（２）電子デバイス（例えば、カメラ、投影機、センサ）が含まれる。以下、
発明９の眼用器具において同じである。
【００１４】
　〔発明２〕　さらに、発明２の薬剤供給眼用器具は、発明１の薬剤供給眼用器具におい
て、前記装着領域は、装着時に眼瞼裏側に位置する領域である。
【００１５】
　このような構成であれば、装着領域に薬剤を装着すると、装着された薬剤が溶け出し眼
瞼裏側の部位にその成分が供給される。
【００１６】
　〔発明３〕　さらに、発明３の薬剤供給眼用器具は、発明１の薬剤供給眼用器具におい
て、前記装着領域は、装着時に結膜に位置する領域である。
【００１７】
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　このような構成であれば、装着領域に薬剤を装着すると、装着された薬剤が溶け出し結
膜等の部位にその成分が供給される。
【００１８】
　〔発明４〕　さらに、発明４の薬剤供給眼用器具は、発明１乃至３のいずれか１の薬剤
供給眼用器具において、前記孔は、角膜領域を開口する孔である。
【００１９】
　〔発明５〕　さらに、発明５の薬剤供給眼用器具は、発明４の薬剤供給眼用器具におい
て、前記孔の幅は、前記孔の高さよりも大きくなっている。
【００２０】
　〔発明６〕　さらに、発明６の薬剤供給眼用器具は、発明４及び５のいずれか１の薬剤
供給眼用器具において、前記孔において装着時に正面を向いた角膜の中心に位置する基準
点から上端までの長さは、当該基準点から下端までの長さよりも大きくなっている。
【００２１】
　〔発明７〕　さらに、発明７の薬剤供給眼用器具は、発明１乃至６のいずれか１の薬剤
供給眼用器具において、前記孔の縁と前記眼用器具の外周との間の領域の幅は、開眼時に
露出する左右結膜の一方の横方向の長さよりも狭くなっている。
【００２２】
　〔発明８〕　さらに、発明８の薬剤供給眼用器具は、発明１乃至７のいずれか１の薬剤
供給眼用器具において、前記装着手段は、前記装着領域に吸着する吸着手段である。
【００２３】
　このような構成であれば、吸着手段が装着領域に吸着し、薬剤が装着される。
　ここで、吸着とは、吸いつくことをいい、例えば、吸着箇所が外界よりも陰圧となって
吸いつくことが含まれる。以下、吸着の概念については同じである。
【００２４】
　また、吸着手段としては、例えば、眼用器具及び薬剤の一方（薬剤）に吸着のための構
成（例えば、吸盤構造）を設け、薬剤の当該構成が眼用器具に吸着する構成として実現す
る場合、眼用器具及び薬剤の両方に吸着のための構成（例えば、吸盤構造）を設け、それ
ぞれが雄及び雌のように対応して吸着する構成として実現する場合が含まれる。後者の場
合は、薬剤に設けた吸着のための構成が吸着手段に対応する。
【００２５】
　〔発明９〕　一方、上記目的を達成するために、発明９の眼用器具は、発明１乃至８の
いずれか１の薬剤供給眼用器具における前記薬剤を装着可能で且つ眼に装着可能な眼用器
具であって、前記装着手段が装着可能な装着領域を有し、瞳孔領域を開口する孔が形成さ
れている。
【００２６】
　〔発明１０〕　さらに、発明１０の眼用器具は、発明９の眼用器具において、前記装着
領域は、装着時に眼瞼裏側に位置する領域である。
【００２７】
　〔発明１１〕　さらに、発明１１の眼用器具は、発明９の眼用器具において、前記装着
領域は、装着時に結膜に位置する領域である。
【００２８】
　〔発明１２〕　さらに、発明１２の眼用器具は、発明９乃至１１のいずれか１の眼用器
具において、前記孔は、角膜領域を開口する孔である。
【００２９】
　〔発明１３〕　さらに、発明１３の眼用器具は、発明１２の眼用器具において、前記孔
の幅は、前記孔の高さよりも大きくなっている。
【００３０】
　〔発明１４〕　さらに、発明１４の眼用器具は、発明１２及び１３のいずれか１の眼用
器具において、前記孔において装着時に正面を向いた角膜の中心に位置する基準点から上
端までの長さは、当該基準点から下端までの長さよりも大きくなっている。
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【００３１】
　〔発明１５〕　さらに、発明１５の眼用器具は、発明９乃至１４のいずれか１の眼用器
具において、前記孔の縁と外周との間の領域の幅は、開眼時に露出する左右結膜の一方の
横方向の長さよりも狭くなっている。
【００３２】
　〔発明１６〕　一方、上記目的を達成するために、発明１６の眼用装着物は、眼に装着
可能な眼用装着物であって、角膜領域を開口する孔が形成され、前記孔の幅は、前記孔の
高さよりも大きくなっている。
【００３３】
　ここで、眼用装着物を眼に装着する態様としては、眼用装着物を眼に直接装着すること
、眼との間に１又は複数の媒体（例えば、部材）を介在させて眼用装着物を眼に間接的に
装着することが含まれる。以下、発明１７の眼用装着物において同じである。
【００３４】
　また、眼用装着物は、人又は動物の眼球に装着可能な物として、より具体的には、眼球
に形状適合性を有する曲面状又は眼球の表面形状に沿った球面形状の物として構成するこ
とができる。以下、発明１７の眼用装着物において同じである。
【００３５】
　また、眼用装着物としては、例えば、眼用デバイス、薬剤供給補助具、矯正具、薬剤、
サプリメント及び磁性流体が含まれる。眼用デバイスとしては、例えば、（１）眼に対し
情報の提供を行うデバイス、（２）眼に関する情報の収集を行うデバイス、（３）眼の外
側に対し情報の提供を行うデバイス、（４）眼の外側に関する情報の収集を行うデバイス
、（５）眼に対し機能の維持、回復若しくは付与又は作用を行うデバイス、及び（６）眼
の外側に対し機能の付与又は作用を行うデバイスが含まれる。これらのうち（３）の機能
としては、例えば、認証装置等に対し認証情報を投影する機能が挙げられる。また、眼用
デバイスとしては、例えば、（１）光学デバイス（例えば、レンズ、光ファイバー、光導
波路、光アイソレータ、半導体レーザ）、及び（２）電子デバイス（例えば、カメラ、投
影機、センサ）が含まれる。以下、発明１７の眼用装着物において同じである。
【００３６】
　〔発明１７〕　さらに、発明１７の眼用装着物は、眼に装着可能な眼用装着物であって
、角膜領域を開口する孔が形成され、前記孔において装着時に正面を向いた角膜の中心に
位置する基準点から上端までの長さは、当該基準点から下端までの長さよりも大きくなっ
ている。
【発明の効果】
【００３７】
　以上説明したように、発明１の薬剤供給眼用器具によれば、装着手段により薬剤が眼用
器具に装着されるので、薬剤と眼用器具との組み合わせを選択又は変更等することができ
る。したがって、特許文献１記載のコンタクトレンズに比して、薬剤の使い切りや変更等
への対応が容易となる。また、結膜等の部位及び瞳孔周辺の部位に薬剤の成分が供給され
るので、特許文献２記載のコンタクトレンズに比して、薬剤を効果的に供給することがで
きる。
【００３８】
　さらに、発明２の薬剤供給眼用器具によれば、眼瞼裏側に位置する装着領域を有してい
るので、眼瞼裏領域に薬剤を装着することができる。
【００３９】
　さらに、発明３の薬剤供給眼用器具によれば、結膜に位置する装着領域を有しているの
で、結膜領域に薬剤を装着することができる。
【００４０】
　さらに、発明４の薬剤供給眼用器具によれば、眼用器具には角膜領域を開口する孔が形
成されているので、角膜への干渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。
【００４１】
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　さらに、発明５の薬剤供給眼用器具、又は発明１３の眼用器具によれば、眼球の動き量
は上下方向よりも左右方向の方が大きいので、孔の幅を孔の高さよりも大きくすることで
角膜への干渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。
【００４２】
　さらに、発明６の薬剤供給眼用器具、又は発明１４の眼用器具によれば、眼球の上下方
向の動き量は下方向よりも上方向の方が大きいので、基準点から上端までの長さを基準点
から下端までの長さよりも大きくすることで角膜への干渉が生じる可能性又は度合いを低
減することができる。
【００４３】
　さらに、発明７の薬剤供給眼用器具によれば、孔の縁と眼用器具の外周との間の領域の
幅が狭くなっているので、装着時に当該領域が目立ちにくく、見た目の違和感が少ない。
また、当該領域が角膜に位置する場合は、当該領域が幅広の構成に比して、角膜への酸素
透過性を向上することができる。
【００４４】
　さらに、発明８の薬剤供給眼用器具によれば、吸着手段により薬剤が眼用器具に装着さ
れるので、薬剤と眼用器具との組み合わせを選択又は変更等することができる。
【００４５】
　一方、発明１６の眼用装着物によれば、眼球の動き量は上下方向よりも左右方向の方が
大きいので、孔の幅を孔の高さよりも大きくすることで角膜への干渉が生じる可能性又は
度合いを低減することができる。
【００４６】
　さらに、発明１７の眼用装着物によれば、眼球の上下方向の動き量は下方向よりも上方
向の方が大きいので、基準点から上端までの長さを基準点から下端までの長さよりも大き
くすることで角膜への干渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】薬剤供給補助具１０の正面図である。
【図２】薬剤４０の形状を示す図であり、（ａ）は薬剤４０の正面図、（ｂ）は正面から
みた薬剤４０の斜視図、（ｃ）は背面からみた薬剤４０の斜視図、（ｄ）は（ａ）のＡ－
Ａ線に沿った断面図である。
【図３】薬剤４０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０の正面図、（ｂ
）は眼２０の縦断面図である。
【図４】薬剤４０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【図５】薬剤４０、眼用アダプタ５０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【図６】薬剤４０、眼用アダプタ５０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【図７】薬剤供給補助具１０の正面図である。
【図８】コンタクトレンズ６０の縦断面図である。
【図９】貫通孔１２の縁と薬剤供給補助具１０の外周との間の領域の幅を示す図であり、
眼２０の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。図１乃至図３は、本実施の形態を示す図である
。
【００４９】
　まず、本実施の形態の構成を説明する。
　図１は、薬剤供給補助具１０の正面図である。
【００５０】
　薬剤供給補助具１０は、ソフトコンタクトレンズと同一の材質で構成されている。薬剤
供給補助具１０は、図１に示すように、公知のソフトコンタクトレンズと同様に眼球の表
面形状に沿った球面形状であり、全体として球殻形状となっている。その後面は、眼球の
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表面にフィットするように眼球の表面と同一又は近い曲率となる球面形状となっている。
また、平面形状が全体として円形状となっている。公知のソフトコンタクトレンズと異な
る点の一つはサイズが大きい点であり、装着時に眼瞼裏側の深部にまで及ぶ領域を有して
いる。
【００５１】
　薬剤供給補助具１０の中央には、角膜領域（装着時に角膜に位置する領域）を開口する
貫通孔１２が形成されている。貫通孔１２の径は、角膜よりも大径（１．２倍程度）とな
っている。
【００５２】
　図２は、薬剤４０の形状を示す図であり、（ａ）は薬剤４０の正面図、（ｂ）は正面か
らみた薬剤４０の斜視図、（ｃ）は背面からみた薬剤４０の斜視図、（ｄ）は（ａ）のＡ
－Ａ線に沿った断面図である。
【００５３】
　薬剤４０は、図２に示すように、扁平楕円板状に形成されている。薬剤４０の後面は、
薬剤供給補助具１０の前面にフィットするように薬剤供給補助具１０の前面と同一又は近
い曲率となる球面形状となっている。薬剤４０の後面には、楕円形状の吸盤孔４２が形成
されている。吸盤孔４２は吸盤構造となっている。
【００５４】
　次に、本実施の形態の動作を説明する。
　図３は、薬剤４０の装着方法を説明するための図であり、（ａ）は眼２０の正面図、（
ｂ）は眼２０の縦断面図である。図３（ａ）中、点線で示す最外円は結膜の外縁を示して
いる。
【００５５】
　使用者は、まず、図３に示すように、薬剤４０の後面を薬剤供給補助具１０の前面に押
し当てると、吸盤孔４２の吸盤室内が陰圧となって吸盤孔４２が薬剤供給補助具１０の前
面に吸着し、薬剤４０が薬剤供給補助具１０に装着される。次に、使用者は、薬剤供給補
助具１０を装着する。薬剤供給補助具１０は、貫通孔１２で角膜２４全体を囲い、貫通孔
１２が瞳孔２２と同心円状となるように装着する。装用時は、薬剤供給補助具１０の外周
が眼瞼裏側の深部まで及ぶので、薬剤４０が溶け出すと、眼瞼裏側の部位にその成分が供
給される。また、貫通孔１２を通過して角膜２４周辺の部位にも薬剤４０の成分が供給さ
れる。
【００５６】
　次に、本実施の形態の効果を説明する。
　本実施の形態では、薬剤供給補助具１０は、薬剤４０が装着可能な領域を有し、角膜領
域を開口する貫通孔１２が形成されている。
【００５７】
　これにより、結膜等の部位及び角膜２４周辺の部位に薬剤４０の成分が供給されるので
、特許文献２記載のコンタクトレンズに比して、薬剤４０の成分を効果的に供給すること
ができる。また、角膜領域を開口する貫通孔１２が形成されているので、角膜２４への干
渉が生じる可能性又は度合いを低減することができる。レンズ等の媒体が角膜２４に位置
することによる角膜２４への干渉としては、例えば、酸素透過性を低下させること、涙液
の交換を阻害すること、角膜２４に障害を与えること、異物感を増加させることが考えら
れる。
【００５８】
　さらに、本実施の形態では、薬剤供給補助具１０は、装着時に眼瞼裏側の深部にまで及
ぶ領域を有する。
【００５９】
　これにより、眼瞼裏側の部位に薬剤４０の成分を供給することができる。
　さらに、本実施の形態では、薬剤４０は、薬剤供給補助具１０に吸着する吸盤構造を有
する吸盤孔４２を備える。
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【００６０】
　これにより、吸盤により薬剤４０が薬剤供給補助具１０に装着されるので、薬剤４０と
薬剤供給補助具１０との組み合わせを選択又は変更等することができる。例えば、薬剤４
０を使い切った場合は、薬剤供給補助具１０に新たな薬剤４０を装着することができる。
また例えば、他の薬剤４０を用いたい場合は、薬剤供給補助具１０ごと交換し、新たな薬
剤供給補助具１０に他の薬剤４０を装着することができる。したがって、特許文献１記載
のコンタクトレンズに比して、薬剤４０の使い切りや変更等への対応が容易となる。
【００６１】
　本実施の形態において、薬剤供給補助具１０は、発明１、６乃至１２の眼用器具に対応
し、吸盤孔４２は、発明８の吸着手段、又は発明１、８若しくは９の装着手段に対応して
いる。
【００６２】
〔変形例〕
　なお、上記実施の形態の変形例として、次の構成を採用することができる。以下の構成
中、眼用装着物、眼用器具及び装着手段のバリエーションについては、上記実施の形態及
びその変形例を採用することができる。
【００６３】
〔１層構造：１層目内装着構成〕
　この構成は、眼球に装着する吸盤構造その他の装着手段を有する眼用装着物（１層目）
を備え、眼用装着物を眼球に装着する構成である。
【００６４】
〔２層構造：２層目内装着構成〕
　この構成は、眼球に装着可能な眼用器具（１層目）と、眼用器具に装着する吸盤構造そ
の他の装着手段を有する眼用装着物（２層目）とを備え、眼用装着物を眼用器具に装着す
る構成である。上記実施の形態がこの構成である。
【００６５】
〔２層構造：１層目外装着構成〕
　この構成は、眼用装着物（２層目）と、眼用装着物に装着する吸盤構造その他の装着手
段を有し眼球に装着可能な眼用器具（１層目）とを備え、眼用装着物を眼用器具に装着す
る構成である。例えば、図４の変形例を採用することができる。
【００６６】
　図４の変形例は、薬剤供給補助具１０に吸盤構造を設けた構成である。
　図４は、薬剤４０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【００６７】
　薬剤４０は、図４に示すように、扁平円板状に形成されている。薬剤供給補助具１０の
前面には吸盤孔１４が形成されている。吸盤孔１４は、薬剤４０よりもやや小径で吸盤構
造となっている。これにより、薬剤４０の後面を薬剤供給補助具１０の前面に押し当てる
と、吸盤孔１４の吸盤室内が陰圧となって吸盤孔１４が薬剤４０の後面に吸着し、薬剤４
０が薬剤供給補助具１０に装着される。
【００６８】
〔２層構造：１、２層両装着構成〕
　この構成は、眼球に装着可能な眼用器具（１層目）と、眼用装着物（２層目）と、眼用
器具及び眼用装着物を装着する吸盤構造その他の装着手段とを備え、眼用装着物を眼用器
具に装着する構成である。眼用器具の装着手段及び眼用装着物の装着手段がそれぞれ相手
に装着する構成（〔２層構造：２層目内装着構成〕及び〔２層構造：１層目外装着構成〕
）のほか、眼用器具の装着手段及び眼用装着物の装着手段が雄及び雌のように対応して装
着する構成が含まれる。
【００６９】
〔３層構造：２層目両装着構成〕
　この構成は、眼球に装着可能な眼用器具（１層目）と、眼用装着物（３層目）と、眼用
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器具及び眼用装着物に装着する吸盤構造その他の装着手段を有する眼用アダプタ（２層目
）とを備え、眼用アダプタを介して眼用装着物を眼用器具に装着する構成である。例えば
、図５の変形例を採用することができる。
【００７０】
　図５の変形例は、眼用アダプタ５０の前面及び後面に吸盤構造を設けた構成である。
　図５は、薬剤４０、眼用アダプタ５０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【００７１】
　薬剤４０は、図５に示すように、扁平円板状に形成されている。薬剤４０は、眼用アダ
プタ５０を介して薬剤供給補助具１０に装着される。眼用アダプタ５０の前面には吸盤孔
５０ａが、後面には吸盤孔５０ｂがそれぞれ形成されている。吸盤孔５０ａは、薬剤４０
よりもやや小径で吸盤構造となっている。吸盤孔５０ｂは吸盤構造となっている。これに
より、薬剤４０の後面を眼用アダプタ５０の前面に押し当てると、吸盤孔５０ａの吸盤室
内が陰圧となって吸盤孔５０ａが薬剤４０の後面に吸着し、薬剤４０が眼用アダプタ５０
に装着される。次に、眼用アダプタ５０の後面を薬剤供給補助具１０の前面に押し当てる
と、吸盤孔５０ｂの吸盤室内が陰圧となって吸盤孔５０ｂが薬剤供給補助具１０の前面に
吸着し、眼用アダプタ５０を介して薬剤４０が薬剤供給補助具１０に装着される。
【００７２】
〔３層構造：２層目内装着構成〕
　この構成は、眼球に装着可能な眼用器具（１層目）と、眼用装着物（３層目）と、眼用
器具に装着する吸盤構造その他の装着手段を有する眼用アダプタ（２層目）とを備え、眼
用アダプタを介して眼用装着物を眼用器具に装着する構成である。眼用アダプタ及び眼用
装着物は吸着以外の方法で接合する。ここで、眼用アダプタ及び眼用器具の関係は〔２層
構造：２層目内装着構成〕と同じである。例えば、図６の変形例を採用することができる
。
【００７３】
　図６の変形例は、眼用アダプタ５０の後面に吸盤構造を設けた構成である。
　図６は、薬剤４０、眼用アダプタ５０及び薬剤供給補助具１０の縦断面図である。
【００７４】
　図５の変形例では、眼用アダプタ５０の前面に吸盤孔５０ａを形成したが、図６の変形
例では、吸盤孔５０ａを形成せず、薬剤４０の後面と眼用アダプタ５０の前面を接着等に
より接合する。その他、薬剤４０を表面張力により眼用アダプタ５０の前面に取り付けて
もよい。
【００７５】
〔３層構造：２層目外装着構成〕
　この構成は、眼球に装着可能な眼用器具（１層目）と、眼用装着物（３層目）と、眼用
装着物に装着する吸盤構造その他の装着手段を有する眼用アダプタ（２層目）とを備え、
眼用アダプタを介して眼用装着物を眼用器具に装着する構成である。眼用アダプタ及び眼
用器具は吸着以外の方法で接合する。ここで、眼用アダプタ及び眼用装着物の関係は〔２
層構造：１層目外装着構成〕と同じである。例えば、図５の変形例では、眼用アダプタ５
０の後面に吸盤孔５０ｂを形成したが、吸盤孔５０ｂを形成せず、眼用アダプタ５０の後
面と薬剤供給補助具１０の前面を接着等により接合する。その他、眼用アダプタ５０を表
面張力により薬剤供給補助具１０の前面に取り付けてもよい。
【００７６】
〔前後方向外装着構成〕
　この構成は、水平方向、上下方向その他前後方向以外の方向に眼用装着物同士を装着し
、装着した複数の眼用装着物を眼用器具又は眼球に装着する構成である。
【００７７】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、貫通孔１２は、角膜領域を開口する孔
として形成したが、これに限らず、任意の数、任意の大きさ、任意の形状で、任意の箇所
に形成することができる。例えば、貫通孔１２は、少なくとも瞳孔領域（装着時に瞳孔２
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２に位置する領域）を開口する孔として形成することもできるし、薬剤供給補助具１０の
面方向に開口させることもできる。また例えば、図７の変形例を採用することもできる。
【００７８】
　図７は、薬剤供給補助具１０の正面図である。
　眼球の動き量は上下方向よりも左右方向の方が大きいので、角膜２４への干渉が生じる
可能性又は度合いを低減する観点からは、図７に示すように、貫通孔１２の幅（横方向の
長さ）は貫通孔１２の高さ（縦方向の長さ）よりも大きくする構成を採用することができ
る。同様の観点から、眼球の上下方向の動き量は下方向よりも上方向の方が大きいので、
貫通孔１２において装着時に正面を向いた角膜２４の中心に位置する基準点Ｏから上端ま
での長さは、基準点Ｏから下端までの長さよりも大きくする構成を採用することができる
。この２点を考慮すると、貫通孔１２は、例えば、上部が膨張する横長楕円形状（幅が高
さよりも大きく、基準点Ｏから上端までの長さが下端までの長さよりも大きい形状）とす
る構成を採用することができる。この場合、眼瞼や眼球の動き等により薬剤供給補助具１
０が眼球の表面上で回転すると、角膜２４に対する貫通孔１２の相対位置が変化してしま
うので、薬剤供給補助具１０が回転する可能性又は度合いを低減する観点からは、例えば
、薬剤供給補助具１０の上縁が上眼瞼結膜円蓋部に、下縁が眼瞼結膜円蓋部に位置（接触
又は近接）するように薬剤供給補助具１０の大きさを設定する構成を採用することができ
る。
【００７９】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、孔１２は貫通孔として形成したが、こ
れに限らず、前面を開口とする凹部（一部又は全部が底となる場合を含む。以下、同様で
ある。）又は後面を開口とする凹部（以下これらを総称して「凹部」という。）として形
成することもできる。薬剤４０の成分が薬剤供給補助具１０を拡散等により透過する場合
は、必ずしも貫通している必要はないからである。また、孔１２そのものを設けなくても
よい。
【００８０】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、薬剤供給補助具１０は、装着時に眼瞼
裏側の結膜（眼瞼結膜又は球結膜）に位置する領域を有して構成したが、これに限らず、
結膜円蓋部領域（装着時に結膜円蓋部に位置する領域）を有して構成することもできる。
これにより、結膜円蓋部領域に薬剤４０を装着することができる。
【００８１】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０を薬剤供給補助具１０に装
着した後、薬剤供給補助具１０を眼２０に装着する装着方法を説明したが、これに限らず
、薬剤供給補助具１０を眼２０に装着した後、薬剤４０を薬剤供給補助具１０に装着する
装着方法を採用することもできる。
【００８２】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０を眼球に直接装
着したが、これに限らず、１又は複数の媒体（例えば、部材）を介して薬剤供給補助具１
０を間接的に眼球に装着することもできる。例えば、図８の変形例を採用することができ
る。
【００８３】
　図８は、コンタクトレンズ６０の縦断面図である。
　コンタクトレンズ６０は、図８に示すように、ソフトコンタクトレンズからなる内レン
ズ６２と、内レンズ６２の前面に対面して配置されるソフトコンタクトレンズからなる外
レンズ６４とを有して構成されている。内レンズ６２及び外レンズ６４は、ソフトコンタ
クトレンズとして従来周知の基本形状であり、全体として球殻形状となっている。
【００８４】
　内レンズ６２及び外レンズ６４は開閉可能に下端が接合されている。内レンズ６２と外
レンズ６４の接合部６６以外は開口しており、被収容物は、この開口から挿入可能となっ
ている。コンタクトレンズ６０は、内レンズ６２及び外レンズ６４を一体成形により製造



(11) JP 6501097 B1 2019.4.17

10

20

30

40

50

することができる。なお、内レンズ６２及び外レンズ６４の一方又は両方には、薬剤４０
の成分を通過させるための孔（貫通孔又は凹部）（以下「薬剤通過孔」という。）を形成
することもできる。
【００８５】
　薬剤供給補助具１０は、内レンズ６２及び外レンズ６４と同様に全体として球殻形状と
なっている。具体的には、薬剤供給補助具１０の後面は、内レンズ６２の前面にフィット
するように内レンズ６２の前面と同一又は近い曲率となる球面形状となっている。同様に
、薬剤供給補助具１０の前面は、外レンズ６４の後面にフィットするように外レンズ６４
の後面と同一又は近い曲率となる球面形状となっている。
【００８６】
　使用者は、内レンズ６２と外レンズ６４との間を開き、外レンズ６４の後面に薬剤供給
補助具１０を取り付け、内レンズ６２と外レンズ６４との間を閉じる。これにより、薬剤
供給補助具１０は、内レンズ６２の前面と外レンズ６４の後面との間で挟持される。そし
て、使用者は、薬剤供給補助具１０を挟持した状態でコンタクトレンズ６０を装着する。
装用時は、薬剤４０が溶け出すと、内レンズ６２及び外レンズ６４の境界から流出し又は
内レンズ６２若しくは外レンズ６４の薬剤通過孔を通過して結膜や角膜等の部位にその成
分が供給される。
【００８７】
　図８の変形例では、コンタクトレンズ６０は、内レンズ６２及び外レンズ６４を有して
構成したが、これに限らず、コンタクトレンズ６０は、内レンズ６２だけの構成とするこ
ともできる。この場合、薬剤供給補助具１０は、吸着その他の装着手段により内レンズ６
２の前面に装着し、内レンズ６２を介して眼球に装着する。また、コンタクトレンズ６０
は、外レンズ６４だけの構成とすることもできる。この場合、薬剤供給補助具１０は、吸
着その他の装着手段により外レンズ６４の後面に装着し、眼球に直接装着する。また、内
レンズ６２又は外レンズ６４として、市販のコンタクトレンズを利用することもできるし
、１又は複数の薬剤通過孔を形成した孔空きコンタクトレンズを利用することもできる。
薬剤通過孔は、内レンズ６２及び外レンズ６４の一方又は両方に設けることができ、任意
の数、任意の大きさ、任意の形状で、任意の箇所に設けることができる。
【００８８】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０の形状を例示したが、これ
に限らず、扁平中実円板状、シート状、直方体状、板状、棒状又はアーム状その他の幾何
学形状など、任意の形状を採用することができる。
【００８９】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０の数、大きさ、形状及び装
着位置を例示したが、これに限らず、薬剤４０は、任意の数、任意の大きさ、任意の形状
で、任意の箇所に装着することができる。
【００９０】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０の後面から窪む凹型の吸盤
構造としたが、これに限らず、薬剤４０の後面から突出する凸型の吸盤構造とすることも
できる。すなわち、吸盤構造として凹型の吸盤構造又は凸型の吸盤構造を採用することが
できる。
【００９１】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０に楕円形状の吸盤孔４２を
形成したが、これに限らず、吸盤孔４２は、任意の数、任意の大きさ、任意の形状で、任
意の箇所に形成することができる。例えば、薬剤４０の後面全体を吸盤構造とすることが
できる。すなわち、吸盤構造は、任意の数、任意の大きさ、任意の形状で、任意の箇所に
設けることができる。
【００９２】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、吸盤孔４２の材質について説明しな
かったが、薬剤４０よりも溶解速度が遅い可溶性の材質で構成することができる。これに
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より、吸盤孔４２を薬剤４０とともに溶解させることができるとともに、薬剤４０の溶解
に伴って吸盤孔４２の吸盤効果が失われる度合いを低減することができる。
【００９３】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、吸盤構造により薬剤４０を薬剤供給
補助具１０に装着したが、これに限らず、吸盤構造以外の吸着手段により薬剤４０を装着
することもでき、さらには吸着以外の装着手段により薬剤４０を装着することもできる。
装着手段は任意である。吸着以外の装着手段としては、例えば、粘着、接着、表面張力に
よる取り付け、ヒンジ構造、ねじ構造、かしめ構造、ソケット構造、インロー嵌合構造、
嵌め込み構造、差し込み構造、組み付け構造、連結構造その他任意の結合構造を採用する
ことができる。ねじ構造としては、例えば、（１）薬剤供給補助具１０及び薬剤４０を貫
通する雌ねじを形成し、これに雄ねじをねじ込んで接合する構造、（２）薬剤供給補助具
１０及び薬剤４０の一方に雄ねじを形成し、他方に雌ねじを形成し、一方を他方にねじ込
んで接合する構造を採用することができる。嵌め込み構造としては、例えば、薬剤供給補
助具１０及び薬剤４０の一方に突起を形成し、この突起を受けるための孔（貫通孔又は凹
部）を他方に形成し、一方を他方に嵌め込んで接合する構造を採用することができる。差
し込み構造としては、例えば、薬剤供給補助具１０及び薬剤４０の一方に、他方に差し込
み可能な突起（例えば、先端を尖らせた形状等の突起）を形成し、一方を他方に差し込ん
で接合する構造を採用することができる。連結構造としては、例えば、継手、連結器その
他の連結手段で薬剤供給補助具１０及び薬剤４０を連結する構造を採用することができる
。また、結合構造として、例えば、（１）薬剤供給補助具１０及び薬剤４０を直接結合す
る構造、（２）１又は複数の媒体（例えば、部材）を介して薬剤供給補助具１０及び薬剤
４０を間接的に結合する構造を採用することができる。また、結合構造として、例えば、
（１）薬剤供給補助具１０又は薬剤４０が取り外し可能な構造を採用することもでき、（
２）さらに薬剤供給補助具１０又は薬剤４０が再結合可能な構造を採用することもできる
。
【００９４】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０の前面に薬剤４
０を装着したが、これに限らず、薬剤供給補助具１０の後面に薬剤４０を装着することも
できる。
【００９５】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０にレンズを設けなかったが
、これに限らず、薬剤４０の一部をレンズで構成することもできる。
【００９６】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０に薬剤４０を装
着したが、これに限らず、薬剤４０を装着しなくてもよい。この場合、例えば、特許文献
１記載のコンタクトレンズのように、薬剤４０の成分を原料樹脂内に混入して薬剤供給補
助具１０を構成することができる。また例えば、薬剤供給補助具１０に代えて、薬剤供給
補助具１０と同様の形状に形成した薬剤その他の眼用装着物を用いることができる。
【００９７】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、貫通孔１２の縁と薬剤供給補助具１
０の外周との間の領域の幅（横方向の長さ）について特に説明しなかったが、例えば、図
９に示すように、貫通孔１２の縁と薬剤供給補助具１０の外周との間の領域の幅Ｌ１を、
開眼時に露出する左右結膜の一方（同図の例では左結膜２６ａ）の横方向の長さＬ２より
も狭くする構成を採用することができる。これにより、装着時にＬ１の領域が目立ちにく
く、見た目の違和感が少ない。
【００９８】
　図９は、貫通孔１２の縁と薬剤供給補助具１０の外周との間の領域の幅を示す図であり
、眼２０の正面図である。図９中、点線で示す最外円は結膜の外縁を示している。
【００９９】
　なお、図９の変形例は、貫通孔１２の径が角膜２４よりも大径である構成に限定される
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ものではなく、Ｌ１の領域が角膜２４や右結膜２６ｂ等に位置する変形例についても同様
に適用することができる。Ｌ１の領域が角膜２４に位置する場合は、Ｌ１の領域が幅広の
構成に比して、角膜２４への酸素透過性を向上することができる。
【０１００】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、薬剤供給補助具１０は、ソフトコンタ
クトレンズと同一の材質で構成したが、これに限らず、ハードコンタクトレンズと同一の
材質その他の材質で構成することもできる。例えば、薬剤その他の眼用装着物として構成
することができる。
【０１０１】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、薬剤供給補助具１０は、平面形状を全
体として円形状に形成したが、これに限らず、任意の形状を採用することができる。例え
ば、全体として非円形状に形成すれば、眼瞼や眼球の動き等により薬剤供給補助具１０が
眼球の表面上で回転する可能性又は度合いを低減することができる。また、全体として縦
長楕円形状に形成すれば、結膜の深部まで薬剤を供給しやすい。また、全体として横長楕
円形状に形成すれば、結膜炎等の症状時に眼瞼結膜への干渉が生じる可能性又は度合いを
低減することができる。このほか、薬剤供給補助具１０の全体の大きさについても任意の
大きさを採用することができる。
【０１０２】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０の材質について
説明しなかったが、可溶性の材質で構成することができる。これにより、薬剤供給補助具
１０を薬剤４０とともに溶解させることができる。この場合、薬剤供給補助具１０の材質
として薬剤４０よりも溶解速度が遅い材質を採用することができる。
【０１０３】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤４０を眼用装着物として採用し
たが、これに限らず、眼に装着可能な眼用装着物であれば任意の眼用装着物を採用するこ
とができる。眼用装着物としては、例えば、（１）電子デバイス、（２）ソフトコンタク
トレンズ、ハードコンタクトレンズその他のレンズ、光ファイバー、光導波路、光アイソ
レータ、半導体レーザ等の光学デバイス、（３）薬剤供給補助具、（４）矯正具、（５）
薬剤、（６）サプリメント、（７）磁性流体、又は（８）その他の眼用装着物を採用する
ことができる。ここで、眼用装着物が電子デバイスの場合、（１）眼に対し情報の提供を
行うデバイス（例えば、投影機）、（２）眼に関する情報の収集を行うデバイス（例えば
、カメラ、生体センサその他のセンサ）、（３）眼の外側に対し情報の提供を行うデバイ
ス（例えば、ディスプレイ）、（４）眼の外側に関する情報の収集を行うデバイス（例え
ば、カメラ、生体センサその他のセンサ）、（５）眼に対し機能の維持、回復若しくは付
与又は作用を行うデバイス（例えば、医療機器、発光素子、圧電素子、振動素子、発熱素
子）、又は（６）眼の外側に対し機能の付与又は作用を行うデバイス（例えば、医療機器
、発光素子、圧電素子、振動素子、発熱素子）を採用することができる。また、電子デバ
イスに代えて光学デバイスその他の眼用デバイスを採用する場合も、同様に上記（１）～
（６）の機能を備えるデバイスを採用することができる。また、眼用装着物がハードコン
タクトレンズの場合、ハードコンタクトレンズが眼球に直接接触しにくいので装用感を向
上することができる。
【０１０４】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０を眼用器具とし
て採用したが、これに限らず、眼に装着可能な眼用器具であれば任意の眼用器具を採用す
ることができる。眼用器具としては、例えば、（１）電子デバイス、（２）ソフトコンタ
クトレンズ、ハードコンタクトレンズその他のレンズ、光ファイバー、光導波路、光アイ
ソレータ、半導体レーザ等の光学デバイス、（３）薬剤供給補助具、（４）矯正具、又は
（５）その他の眼用器具を採用することができる。また、薬剤供給補助具１０としては、
これら（１）～（５）以外に、眼に装着可能な眼用装着物を採用することができる。眼用
装着物としては、例えば、これら（１）～（５）以外に、（６）薬剤、（７）サプリメン
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【０１０５】
　また、上記実施の形態及びその変形例において、眼用装着物は、例えば、粒状に構成す
ることもできる。この場合、粒状の眼用装着物を粘着シートに多数敷き詰め、粘着シート
を剣山上に押しつけることにより眼用装着物に吸盤孔を形成することができる。その後、
薬剤供給補助具１０の前面に粘着シートを押し当てると、吸盤孔の吸盤室内が陰圧となっ
て吸盤孔が薬剤供給補助具１０の前面に吸着し、眼用装着物が薬剤供給補助具１０に装着
される。
【０１０６】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、本発明に係る眼用器具を眼球の表面
に装着したが、これに限らず、例えば、人工水晶体又はその機能を補完するものとして構
成し、眼球内に装着することもできる。
【０１０７】
　また、上記実施の形態及びその変形例においては、薬剤供給補助具１０に薬剤４０を装
着する場合について本発明を適用したが、これに限らず、本発明の主旨を逸脱しない範囲
で他の場合にも適用可能である。
【符号の説明】
【０１０８】
１０…薬剤供給補助具、　１２…貫通孔、　１４、４２、５０ａ、５０ｂ…吸盤孔、　２
０…眼、　２２…瞳孔、　２４…角膜、　２６ａ…左結膜、　２６ｂ…右結膜、　４０…
薬剤、　５０…眼用アダプタ、　６０…コンタクトレンズ、　６２…内レンズ、　６４…
外レンズ、　６６…接合部
【要約】
【課題】　薬剤の使い切りや変更等への対応及び薬剤の供給に好適な薬剤供給眼用器具を
提供する。
【解決手段】　薬剤供給補助具１０は、薬剤４０が装着可能な領域を有し、角膜領域を開
口する貫通孔１２が形成されている。使用者は、まず、薬剤４０の後面を薬剤供給補助具
１０の前面に押し当てると、吸盤孔４２の吸盤室内が陰圧となって吸盤孔４２が薬剤供給
補助具１０の前面に吸着し、薬剤４０が薬剤供給補助具１０に装着される。次に、使用者
は、薬剤供給補助具１０を装着する。薬剤供給補助具１０は、貫通孔１２で角膜２４全体
を囲い、貫通孔１２が瞳孔２２と同心円状となるように装着する。
【選択図】　図３
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【図９】
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